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減損損失(特別損失)および繰延税金資産の計上についてのお知らせ

当社は、平成 30 年３月期において、減損損失(特別損失)および繰延税金資産を下記のとおり計上す

ることといたしましたのでお知らせいたします。

記

１．減損損失(特別損失)の計上について

当社および当社連結子会社のADD SYSTEM COMPANY LIMITED.(香港現地法人)において、減損の兆

候が認識されたため、タカセ株式会社保有の札幌営業所の土地について56百万円および同連結子会

社の倉庫設備にかかる工具・器具及び備品について２百万円、あわせて58百万円の減損損失(特別

損失)を当連結会計年度末において計上することといたしました。

２．繰延税金資産の計上について

当社および当社連結子会社の株式会社タカセ運輸集配システムにおいて、平成29年３月期におこ

なった構造改善施策により今後の業績が大幅に改善されることが見込まれることを踏まえ、繰延税

金資産の回収可能性について慎重に検討いたしました。その結果、当連結会計年度末において、繰

延税金資産を新たに計上することといたしました。タカセ株式会社で51百万円、同連結子会社で５

百万円、あわせて法人税等調整額(△は利益)を△56百万円の追加計上となります。

３．業績に与える影響について

特別損失項目において減損損失 58百万円が計上されますが、一方で法人税等調整額(△は利益)△

56 百万円の計上もあることから、平成 30年３月期通期連結業績に与える影響は軽微であり、これに

よる業績予想の修正はございません。

（ご留意事項）

上記の業績予想につきましては、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提にもとづいたもの
であり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以 上


